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2 加速力曲線

3. 速度 l時 JUI 1曲線{力行)

があり ， 下り勾配の重力がある。これに対して列 12 

111の速度を低下させるものに走行抵抗， 勾配舷抗，
11 

1曲線抵抗等がある( *列車抵抗)。この選度を高め
10 

ょうとする力と，低めようとするカの差が加速カ ー

であって，列車は加速力がプラ スであれば， 速度 7 
は次第に高くなり ， またマイナスであれば低くな u 

る 。 しかし列車の加速度は力だけでなく列車の霊 7 

盟;にも関係し ， 1ll:い列車ほど加速しがたいもので 6 

ある。 したがって列車がどの よ うに加速し， 滅速 5 

するかを知るには加速力を列車総量:líl:で割ったト

ン当り 加速力によらなければならない。図-2 は

C 5 1 形被が客111500 t を 5 1いて力行巡転すると 2 

きのトン当り加速力と速度との関係を図示したも

ので，これを加速力曲線 と称している。 o

2 速度時間線図 加速力曲線ができ上るとこ

れを基礎として図ー3 および図-4 の よ うな速度時

間線図を作る。この線図は各勾配における速度ー距離および時

間ー距離の関係を図示したものであり，図中突線は速度距離の

関係を表わしている。なお曲線上の数字は勾配 ('1(.，) を示 してい
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(1) 速度 IUI線はつぎの関係式
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4. 速度 l時iHl 級国(千百行)

13 
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T= 0.5(V2ー Vl)
一一

fm 

式中 T=速度が V l から V2 に変化するまでに

要する運転時分(分)

によって速度 IUI線同級に求めて図示すればよい。 以上で巡転線

図について簡単に説明したが必要に応じて， こ の他に使用 '!I:l力

量の変化を図示することがある。この 111，線を電力量曲線と称し

図法はっきーによる。すなわち縦軸に電力 (KW) をとって電力

IIfl線を函き，この電力曲線を基として平均速度法により電力企

I lh線を函くことができる。(西谷畷)

う んでんそくど 運転速度 (英) running s peed 列車が進

行する と きの速さをいい， つぎの随長闘がある。

1 表定速度 (スケジ ュ ール・ス ピード schedul e speed) 

ある叡聞を3'IJ1ドが巡転する場合， 途中停車駅の停車1時分を含め

た平均の速さをし、う。すなわち同駅間の距離を到達時間で創っ

たものである。現行特急 Lつばめ1 の東京 ・ 大阪間のij;IJ途\1寺 |簡

は 8 時間， 距離は下り 559.3km ， 上り 556 .4 km であるから， 表

一一 1 26 一一

s=..i.17 (V22-V12) 
fm 

式中 s=速度が Vl から V2 に変化するまでに

要する進行距隊 (m)

Vl=列車の初速度 (km/h)

V2=列車の終速度 (km/h)

fm =速度が Vl から V~ に変化する聞の平

均加速力 (kg/t)

に， 加速力 l曲線から読みとった平均加速力 fm の値を代入して，

速度変化 5 km/h 毎の列車進行距離を各勾配別に算出して図示

する。

(2) 時間~h線はつぎの関係式




